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も

平
成

撃
空
皮
朝
麟
大
学
本
写
院

経
営
学
研
究
科
秋
季
入
学
式
が
、

１。
月
上
爆
銀
年
後
１
時
か
ら
５
号

爺
２
階
第
二
会
議
室
に
て
挙
行
さ

れ
た
（〉

今
年
度
秋
季
入
学
生
穣
う
名

（博
士
前
期
課
程

〈
修
す
課
荘
）

５
名
）、
長
坂
学
長
か
ら

一本
学
な

優
秀
な
指
導
陣
が
そ
ろ
っ
て
お
り

ま
す
。
皆
さ
ん
は
指
導
陣
の
素
晴

ら
し
い
Ｌ
こ
ろ
を
盗
み
取
る
つ
も

り
で
霧
究
拒
励
ん
で
い
た
だ
き
た

い
ど
Ｌ
の
激
励
の

入
学
生
を
代
表
し
久
毛
措
さ
ん

（中
題
北
京
市
崩
身
）
が

「本
学

の
建
学
の
精
神
に
沿

っ
て
、
園
籐

未
来
社
会
を
切
り
開
く
人
間
的
無

性
を
養
い
、
２．
世
紀
の
高
度
情
報

社
会
で
必
要
と
な
る
専
理
的
な
知

識
と
実
践
力
を
身
に
付
け
、
観
究
・

勉
学
に
精
進
し
ま
す
。」
と
力
強
く

れ墨
こ

た
。

る
伊
究
で
あ
り
、
今
後
、
ご
自
分

の
生
涯
だ
け
で
は
な
く
社
会
に
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
た
だ
き
た

い
。」
と
の
各
辞
が
あ

っ
た
。

つ
な

い
て
、
惨
了
生
を
代
表
し

て
稲
吉
啓
さ
ん

（博
士
後
期
課
程
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,1名の修7生に学位記が授与された

一半
成
１４
年
度
朝
日
大
学
大
学
院

を
式
が
、
９
月
２７
日
め
、
本
学
５
号

雑
言
学
研
究
を
秋
一李
学
位
記
授
与

一
館
２
階
第
１
会
議
室
に
て
拳
行
さ

れ
、
長
坂
学
長

か
ら
博
士
前
期

課
程

〈修
十
諜

程
ビ

塞
、
博

士
後

期

課

程

〈
博
士
課
程
〉

２
名
，と、学
位
記

長
坂
学
長
か

ら

「精
さ
ん
の

論
文
す
べ
て
に

目
を
通
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
ど

の
方
の
論
文
も

社
会
に
貢
献
す

る
こ
と
が
で
き

平成14年度

秋季入学式
ア

学

課敵
務
朝

総

痛
集
毎
編

行
行
発
発
日

秋

季

入

学

式

秋
季
学
位
記
授
与
式

〈
博
士
譲
程
Ｉ
ｍ
質
管
理
主
専
攻
）

が

「悩
み
送
う
こ
と
も
多
く
あ
り

ま
し
た
が
、
今
、
自
分
の
決
断
に

寸
分
の
間
違
い
も
な
か
っ
た
と
確

信
し
て
い
ま
す
。
朝
Ｂ
大
学
で
学

ん
だ
こ
と
は
喜
び
で
あ
り
、
碁
〕り

で
も
あ
り
ま
す
。
戦
日
大
学
で
学

ん
だ
こ
と
を
駒
に
、
社
会
で
活
躍

し
て
い
き
ま
す
。」
と
謝
辞
を
述
べ

と
も
に
勉
学

・
蒻
究
た
励
ん
だ
伸

間
、
お
世
話
に
な
つ
た
同
研
究
科

担
当
の
教
員
等
と
巣
立
ち
の
日
を

重
ひ

あ
っ
た
◇

本
研
究
科
は
、　
一
般
学
生
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
社
会
人
や
外
目

人
留
学
生
の
修
学
を
考
慮
し
た
全

夜
開
講
細
や
セ
メ
ス
タ
ー
紺

（４

月
入
学
、
１０
月
入
学
）
を
採
用
し

て
お
り
、
仕
事
と
勉
学
の
再
立
を

日
指
し
た
研
究
黎
心
な
学
生
が
多

注

籍

る

。
一倉

発

科
を
基

立
つ

彼
等
が
、
今
後
社
会
に
賞
献
し
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

Ю
月
１
風
臼
年
前
１１
時
、
６
号

館
２
階
６
２
０
１
講
義
室
に
お
い

て
平
成
望
年
度
秋
季
入
学
式
が
挙

行
さ
れ
た
。

”
篠
っ
競
募
拳
嬢
韓
″

名
の
７。
名
で
、
入
学
生

全
員
が
外
国
人
留
学
生

で
る

っ
た
。

式
で
は
、
長
坂
学
長

か
ら

一
つ
ね
に
両
親
ヘ

の
塾

息
を
士
心
れ
ヂ

健

康
に
気
を
つ
け
て
勉
学

に
励
ん
で
く
だ
さ
い
。」

と
の
告
密
が
述
べ
ら
れ
、

つ
づ
い
て
学
部
生
、
留

学
生
別
科
生
の
各
代
表

か
ら

「建
学
の
精
神
に

沿

っ
て
、
勉
学
に
励
み
　
一■

ま
す
０」一と
そ
れ
ぞ
れ
賃

一一一
一

は
学
部
生

警
が
行
わ
れ
た
。

ま
日
は
台
風
が
接
近
す
る
あ
い

に
く
の
天
気
で
は
あ
っ
た
が
、
入

学
生
の
顔
は
期
待
で
満
ち
あ
ふ
れ

て
い
た
。

朝日生としてのキャンパスライフのスタートです

おもな内容

秋季入学式…………… 1

歯学部生涯研修部

プ猛ユグラム… 2

オープンキャンパス・

体験入学…… 3

○
残
暑
が
続
く
日

本
列
島
に
爽
や
か

な
秋

風
が
舞

っ

た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
王
立
ア
カ
デ
ミ

ー
は
１０
月
３
日
、

小
柴
昌
後
東
大
名

誉
教
授
に
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞

を
授
与
す
る
と
発
表
し
た
が
、

翌
９
層
、
鋼
中
耕

一
氏
に
ノ
‥

ベ
ル
化
学
賞
を
贈
る
と
２
日
続

き
の
朗
報
を
も
た
ら
し
た
の
で

あ
る
。
小
柴
氏
は
数
年
講
か
ら
用
賞

の
候
補
者
に
な

っ
て
い
た
と
の

こ
と
で
本
人
も

「や
つ
と
社暴
え

た
っ
と
て
も
嬉
し
い
だ
と
喜
び

を
素
直
に
講

つ
て
い
た
ｃ
た
だ
、

そ
の
研
究
対
象
で
あ
る
、
謎
の

素
粒
子
、
一一
サ一
―
ト
リ
ノ
観
測

手
法
の
確
立
と
言
わ
れ
て
も
、

テ
レ
ビ
な
ど
で
い
く
ら
説
明
を

受
け
て
も
凡
人
の
筆
者
に
な
全

然
理
解
で
き
な
い
。
ま
あ
そ
れ

程
す
ご
い
業
績
な
の
だ
ろ
う
。

一
方
の
鋼
中
氏
は
鳥
津
製
作
所

に
勤
一務
す
る
４３
歳
の
主
任
霧
究

兵
と
い
う
肩
書
の
サ
ラ
リ
！
マ

ン
で
あ
る
。　
一
躍
、
時
の
人
Ｌ

な
っ
た
が
、
一語
者
会
見
の
際
、

あ
る
記
者
か
ら

一本
人
で
す

か
。こ一の
質
間
に
は
微
苦
笑
を
禁

じ
得
な
か
っ
た
。
島
津
製
作
所

な
痢
氏
を
役
景
待
遇
と
し
、　
一

千
万
購
の
乖
奨
令
も
出
す
こ
と

を
決
定
し
た
と
言
う
ｃ
と
も
あ

れ

一
度
に
２
人
の
ノ
ー
ベ
ル
賞

受
貨
者
を
離
す
日
本
と
い
う
園

は
素
晴
ら
し
い
囲
だ
。
小
泉
盲

相
に
も
ノ
‥
ベ
ル
経
注盟
意
ユ
を

草
た
々
よ
つヽ
な
経
済
再
建
泰
τ

実
施
し
て
ほ
し
い
。

はなみずき
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８
月
飢
目
⇔
、
歯
学
部
生
涯
研

修
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

一
環
と
し
て

蘭
講
し
て
い
た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

大
学
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
校

（Ｕ
Ｃ
Ｌ

Ａ
）
。
明
海
大
学
。本
学
の
ジ
ョ
イ

ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
コ
ー
ス
が
終
了

し
、
修
葉
〈
が
行
わ
れ
た
。

修
了
式
に
は
、

赤
石
健
司
常
務
理
事
、
倉
知
正
れ

病
院
長

・
歯
科
臨
床
研
究
所
長
、

え
原
園
央
生
舞

綾

鎌

長

明
海

大
学
高
倉
翔
学
長
、
安
井
利

一
歯

学
部
長
代
理
、
河
津
生
涯
研
修
都

長
、
両
大
学
進
営
本玄
員
会
の
委
員

並
び
に
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
の
ｎ

ｅ
ｎ
ｒ
ｙ

■
，
Ｔ

ａ
ｋ

ｅ
ｉ
教
授
、
Ｐ

ｅ

ｒ
ｒ
ｙ
　
Ｋ
ユ

ｏ
ｋ
ｋ

ｅ
ｖ
０
１

ｄ
教
授
始
め
と
し
て
議
帥
陣
が
崩

庸
さ
れ
た
。
ま
た
、
修
了
証
書
授

与
で
な
い
宮
調
祐
理
喜
長
、
高
倉

裁
学
長
、
Ｈ

ｅ
ｎ
ｒ
ｙ
　
夏
，
Ｔ

ａ
ｋ

ｅ
ｉ
教
授
、
Ｐ

ｃ
ｒ
ｒ
ｙ

Ｋ
ｌ

◇
ｋ
遺

ｅ
Ｖ
ｏ
ｌ
ｄ
教
授
か

ら
各
受
講
■
に
修
丁
証
書
が
授
与

さ
れ
、
和
気
読
々
の
も
と
盛
大
に

修
了
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。

こ
の
コ
ー
ス
は
、
ハ
ニ
年
３
月
２．

国
斜
に
第

一
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
始
ま

り
、
各
セ
イ
ン
コ
ン
３
日
湖
ず
つ

４
回
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
計
１２
態
陶

の
日
程
で
行
わ
れ
た
。
講
頼
ンｏし

て
歯
癌
外
科
の
世
界
的
権
威
で
あ

る
Ｈ

ｅ
ａ
ｒ
ｙ

Ｈ
，
Ｔ

ａ
ｋ

ｅ
ｉ
教
授

（Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
）、
Ｐ

ｅ
ｒ

ｒ
ｙ
　
Ｋ
整

Ｏ
ｋ
ｋ

ｅ
ｖ
０
ｌ
ｄ

教
授

（Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
）
、
子〓千
基
舘
動
数

授

（明
海
大
学
）、
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー

カ
ー
と
し
て
歯
周
形
成
外
科
の
権

威
で
あ
る
Ｔ
ｈ
ｏ
ｍ
ａ
ｓ
　
夏
余

ｎ
先
生
（Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
）、
イ
ン
プ
ラ

ン
ト
箱
綾
と
獲
合
の
権
蔵
で
あ
る

培
題
健
男
先
生

（デ
ン
タ
ル
ヘ
ン

ス
ア
ツ
シ
エ
ー
ト
代
表
）
が
、
現

在
の
国
際
レ
ベ
ル
で
の
歯
月
造
療

と
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
の
最
先
端

の
技
術
Ｌ
情
球
を
教
授
し
、
金
田

か
ら
の
受
講
生
を
受
入
れ
好
評
の

う
ち
に
終
了
し
た
。

受
講
生
は
、
２９
名

盆
善
貝
努
名
）

で
あ
り
、
出
身
大
学

生
挙
業
後

・

勤
務
地
現
は
、
劇
表
の
Ｌ
お
り
で

あ
る
◇
修
丁
し
た
受
講
生
か
ら
次

の
よ
う
な
お
盈
状
が
選
い
た
。

「
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
・明
海
大
学

・朝
園

大
学
ジ
ョ
イ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

研修を通して歯科医師
の質的向上を目指す

コ
ー
ス
で
は
、
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
た
び
は
、
河
津

教
授
を
は
じ
め
大
学
関
係
者
の
誠

意
あ
る
研
修
会
へ
の
サ
ポ
ー
ト
に

心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。
私
も

数
多
く
の
医
内
外
の
研
修
を
受
議

し
て
参
り
ま
し
た
が
、
講
師
陣
の

教
授
、
勤
教
授
等
の
方
々
が
あ
そ

こ
ま
で

一
生
懸
命
に
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
る
研
修
会
を
受
講
し
た
経
験

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
さ
に

生
涯
研
修
の
姿
は
、
こ
れ
か
ら
の

大
学
の
方
向
性
だ
と
確
信
し
ま
し

た
。
河
津
教
授
、
永
原
教
授
、
サ

ポ
ー
ト
さ
れ
た
碁
き
情
熱
の
み
る

ネ
タ
ジ
フ
の
方
々
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。
今
後
の
皆
様
の
ご
発
展
を

お
折
り
申
し
あ
げ
ま
す
。」
（北
海

道

・
開
業
医

・
絶
一全

歳

≧

生
涯
研
修
都
は
、
大
学
を
卒
業

し
て
臨
床
箇
科
医
額
と
し
て
活
躍

し
て
い
る
先
生
方
に
日
常
の
臨
床

に
雀
立
つ
新
じ
ｒ
顆
融
、
逢
療
方

法
や
保
険
細
度
の
変
更
な
ど
、
時

代
の
変
化
に
対
応
す
る
研
修
コ
ー

ス
や
よ
り
最
先
端
の
一員
度
技
術
を

磨
く
た
め
の
実
習
ヨ
ー
ス
な
ど
多

彩
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
、
提
供

し
、
歯
を
嫌
謙
の
質
的
鹿
上
を
層

指
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
■
涯
研
修
ブ
雷
グ

ラ
ム
を
大
学
が
主
体
と
な
り
卒
業

生
に
提
供
し
実
践
的
な
フ
ォ
ロ
ー

を
管

？

」と
は
、
他
査

〒
に
は
見

ら
れ
な
い
も

の
ｃ
△
ユ後
も

歯
科
治
療
の

ニ
ユ
ズ
に
合

わ
せ
て
、
ま

り
充
実
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ム

を
企
薇
じ
、

開
催
さ
れ
る

琵

穐
受講生出身大学

８
月
ｌ。
日
ω
、
１７
巨
ω
の
２
回

に
わ
た
り
、
穂
積
町
総
合
セ
ン

タ
と
大
本
Ｅ
ル

（サ
ン
シ
ャ
イ
ン

ホ
ー
ル
）
に
お
い
て
、
平
成
望
年

度
朝
剰
大
学
公
開
講
座
が
繭
講
さ

れ
た
。

本
学
の
公
開
講
座
は
、
地
域
の

生
涯
学
習
の
振
興
に
寄
与
し
、
ま

た
、
日
頃
の
砺
究
成
果
を
社
会
に

遠
元
す
る
こ
と
を
目
鶴
と
し
て
、

本
大
学
の
教
景
が
講
師
と
な
り
身

近
な
問
題
を
取
り
上
げ
て
講
義
を

行
つ
っ

今
年
度

の
メ
イ
ン
テ
，
マ
は

「
ス
ト
レ
ス
の
解
消
法
」
。
１０
Ｂ
午

後
１
時
半
の
開
講
式
の
後
、
娩
藤

隆
弘
助
教
授

（歯
学
部
）
の

一医

者
が
す
す
め
る
ス
ト
レ
ス
解
消

族
韓
の
講
義
が
行
わ
れ
、
続
い
て

吉
霜
本獲
恋
缶
奮
教
授
の

「
ス
ト
ン

ス
を
活
か
す
卓
の
講
義
が
行
わ
れ

た
。
第
２
回
の
１７
日
に
は
、
曲
本

英
弘
教
授

（法
学
部
）
の

甲
心
身

の
健
康
の
た
め
の
ス
ト
レ
ス
解
消

と
運
動
転
、
投
石
保
広
教
授

（教
職

課
程
セ
ン
タ
ー
）
の

「
ス
ト
レ
ス

ヘ
の
心
理
的
対
処
法
一
の
２
講
義

が
行
わ
れ
、
閣
講
式
を
も
つ
て
今

年
蕃
あ
公
開
聾
雄
は
終
了
ユ
げた
。

ど
の
世
代
で
も
ス
ト
ン
ス
を
感

じ
や
す
い
現
代
社
八気
に
お
い
て
、

今
回
の
テ
ー
マ
は
マ
ッ
チ
し
て
お

り
、
ど
の
講
義
も
参
加
者
の
興
味

を
引
く
内
容
ば
か
り
で
あ

つ
た
。

今
年
度
は
１
３
７
８
名

（第
１
瓢

７
７
Ｂ
名
、
第
２
回
６
０
０
名
）

と
い
う
た
く
さ
ん
の
受
講
者
が
参

加
し
、
本
学
の
研
究
成
果
を
充
分

に
地
域
に
選
え
で
き
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

都道府県名 人  数 鐵  合

環と な  道 2 6.銅%

lla  形  具 , 3.45%

姶  玉   県 4 ,3,79%

東  寮   都 3 10.34%

千  葉   県 2 6.90%

神 奈 川 県 2 6.90%

lヽ支  亭  暴 2 6.90%

石  '11  県 モ 3.46%

漁  賀  県 ワ 6.90%

大  阪  府 5 程7,24%

京  名騒 府 : 3.45%

兵  庫  県 3 竜0.34%

熊  本  鼻 , 3.45%

合  計 29

～予 告～

UCLA,日 月淘大・事月日大ジコイン トプログラム
2003年度の研修 E豊程
セ ッシ ョン I:4庭 18理ω・19路 l→・20Fヨ l【l)
セッシ ョン コ:6月 20露ω・21Eヨω・22日 (日)
セ ッシ ョン I:l:8庭 22露◎ ,28園ω・24日 l日)
セ ッシ ョンⅣ :10尾 10日④・11日争)・ 12爾 (Fl〉

月己厚藍 28策彗

会場  東京 ・新宿  D tt Ar]ん｀

大 学  名 入  薮 割  合

尋写海 大 学 歯 学 部 9 31.08男

章残 E大 学 歯 学 部 4 1&79%

大 B政 歯 科 大 学 8 :0,34%

善 見 大 学 遊l学 部 a 10,34%

神 奈 チ
'I歯
琴て大 学 2 6.90%

松 本 歯 琴1大 学 2 6.900/c

日本 大 学 艇I学 部 1 345%

東 京 歯 孝1大 学 1 345%

晟本占科大学斯潟腺挙榔 : 345。フる

振 園 歯 料 大 学 ほ 345%

労′州 歯 科 大 学 1 3.45%

麓 児 嘉 大 学 歯 学 部 1 3.45%

合   計 29

卒  葉  後 入  数 割  合

O～ 5年 iO 94_48%

6～ 10年 6 2069%

11～ 15年 5 1724%

iS～船年 4 1379%

20年以上 2 690%

不明 2 6.90%

合   計 29

歯学部生涯研修部プログラム

E

B

全国の歯科医師から好評
修7式にて記念撮影
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漆

「な

り

た

い
一
あ
な
た

に

「た
り
な

ｒ
一
も

の
、

探
し
拒
ぷ
表

せ
ん
か
！
を

キ

ヤ

ツ
チ

フ

ラ
ー
ズ

に
、

２
０
０
２
年

度
朝
日
入
学

オ
ー
プ
ン
キ

ヤ
ン
パ
ス
が

７
月
観
摩
岱
ヽ

８
月
２。
用
釦
、

９
月
７
日
ω

の
３
日
閣
本

学
で
開
雀
さ

れ
た
。
こ
の
企
画
は
、
大
学
受
験

を
控
え
た
高
校
生
と
そ
の
保
護
者

を
村
象
に
、
キ
ャ
ン
パ
ス

模
擬
授
業
を
通
し
て
本
学
を
広
く

簿
っ
て
も
ら
，つ
こ
と
を
目
鶴
と
し

て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
。

各
憲
と
も
１０
警
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
模
擬
授
業

一３
種
類
）
と
キ

ヤ
ン
パ
ス
見
学
が
同
時
に
進
め
ら

れ
、
参
加
者
は
希
望
す
る
２
軽
壊

の
体
験
学
智
に
参
加
し
た
ｃ

６
号
徳
７
階
で
な
本
挙
瑠
授
の

技
擬
法
廷
で
大
塚
錯
子
教
授

（法

）霊
邸
法
学
科
）
の
指
導
に
ま
る
棲

擬
裁
判
が
行
わ
れ
た
◆
参
読
者
み

ず
か
ら
傍
聴
入
と
な
り
、
裁
判
富

や
被
告
人
４
扮
し
た
大
塚
ゼ
ミ
■

が
こ
つ
の
窃

盗
事
作
を
題

材
と
し
た
棲

擬
荻
報
を
披

際
し
た
ｃ
県

為
で
は
唯

一

の
法
学
部
、

実
践
授
業
を

体
験
し
た
参

嶽
者
は
飢
球

津
々
Ｌ
い
っ

た
様
手
で
あ

っ
た
。

６
号
館
６

階
で
は
経
営

学
部
ビ
ジ
ネ

ス
企
画
学
科

の
岩
崎
大
介

教
授

⌒扇
学

科
長
）
雄
よ
る

「
ア
イ
ド
ル
を
探

せ
」
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
講
義
が

行
わ
れ
た
。
発
汗
豊
や
脈
拍
の
湖

定
器
と
パ
ソ

被
験
者
が
今

ど
ん
な
精
神

状
鋭
し́、な
の
か

を
計
る
こ
と

が
で
き
る
装

置
を
使
い
、

函
森
に
映
し

出
さ
れ
る
ア

イ
ド
ル
の
写

真
を
見
て
、

本
人
が
認
無

し
て
い
る
好

み
や
本
人
も

知
ら
な
か
っ

．
／
４

暑い中、学角外の施設を見学

(た
好
み
な
ど
を
探
っ
て
し
ま
お
う

と
い
う
内
容
。
械
験
者
と
な
っ
た

男
子
学
生
は
、
照
れ
な
が
ら
も
白

分
の
気
づ
か
ぬ
好
み
に
篭
い
て
お

た
。７

号
館
４
階
の
パ
ソ
コ
ン
教
室

で
な
、
鈴
本
治
教
授

（経
営
学
部

情
報
管
理
学
碁
）
柱
よ
る
コ
ン
ど

ュ
ー
タ
主
体
験
が
行
わ
れ
た
。
参

加
者
は
教
室
い
っ
ば
い
に
設
置
さ

れ
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
誠
擁
に
圧
倒

さ
れ
な
が
ら
も
、
鈴
本
教
授
の
指

導
に
沿

っ
て
パ
ソ
コ
ン
操
作
に
奮

繭
し
た
。
文
字
入
力
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
憤
れ
な
い
パ
ソ
コ
ン
繰

作
に
悪
戦
特
闊
の
様
子
で
あ
っ
た

が
、
園
学
科
の
学
生
に
よ
る
丁
寧

な
サ
ポ
，
卜
で
楽
し
く
授
業
に
参

叛
し
て
い
た
。

模擬法廷では参加者が鋳聴人となつた

藤学翻棚鉄学1開催=rl

キ
ヤ
ン
パ

Ｌ
Ｌ
教
室
、
展
望
台
、
躍
書
館
、

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
室
と
い
っ
た
学

ハ
施
設
や
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
都
（サ

ン
ラ
イ
ズ
ジ
ム
）、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

都

（フ
ェ
ン
シ
ン
グ
場
）、
稲
撲
都

（相
撲
道
場
）
の
活
動
風
景
を
見

学
し
た
。
３
霞
蘭
と
も
に
学
れ
な

夏
弁
釜
義
る

は
あ
っ
た
が
、
修

く
の
部
が
練
習
を
行
い
活
気
あ
る

キ
ヤ
ン
パ
ス
を
見
学
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

ま
た
、
昼
食
は
６
号
舘
学
生
食

堂
で
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
の
学
食
を

集
し
ん
だ
。
参
雄
者
だ
け
で
は
な

く
、
在
学
生
も

一
緒
に
食
言す
τ
と

り
、
先
守
字
生
か
多
番
十
傘
璽
凛

内
容
、
ク
ラ
ブ
活
動
、
ア
ル
バ
イ

ト
な
ど
大
学
生
溝
全
般
の
話
を
薦

く
こ
Ｌ
が
で
き
た
。

午
後
は
、
特
別
ゲ
ス
洋
と
し
て

唐
木
恵
子
さ
ん
、
建
鍋
か
を
り
さ

ん
を
盤
い
て
の
特
別
講
演
が
行
わ

持
Ｌ
あ
こ
が
れ
の
人
の
講
演
蕉
真

剣
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

そ
の
絶
、
個
人
権
談
コ
‥
チ
ー

Ｌ
し
て
、
入
試
相
談
・就
職
鵜
談
・

学
生
生
活
頼
談
・教
務
輿
係
荘
談
・

保
護
者
相
談
な
ど
の
コ
ｉ
ナ
ー
が

一
口
中
設
置
さ
れ
、
大
学
入
試
や

大
学
生
活
へ
の
不
安
、
疑
蘭
寺
を

相
談
す
る
参
加
者
が
み
ら
れ
た
。

３
日
間
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
参
加
考
数
は
２
７
３
名

（内

訳

上
爵
校
生
２
２
◇
名
、
保
護
者

風
名
、
教
員
２
名
）
で
あ
り
、
多

く
の
高
校
生
に
本
学
を
然
験
し
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。

全
霜
各
逸
か
ら
歯
程
医
師
に
な

り
た
い
、
歯
学
部
で
勉
強
し
た
い

と
い
う
甘騨
疲
生
が
本
学
に
集
ま
つ

た
◇
８
月
Ｄ
閣
ω
、
賄
学
部
体
験

入
学
が
開
催
さ
れ
、
２
３
２
名
（角

訳

”
学
生
１
２
６
名
、
保
護
者
ｌ

０
６
名
）
の
ェ参
雄
が
あ

っ
た
。

と
号
徳
３
階
の
第
４
大
議
義
室

で
は
、
窪

争
教
育
と
入
試
極
要
に

つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
説
明
が
行
わ
れ

たつ肖を歯てめ初修で習実ンヨンヽ一レ
ヽヽ
ヽユンヽ

ヽ

ミ

た
。
昼
食
を
は
さ
み
、
年
後
か
ら

は
体
験
入
学
の
ロ
エ
で
あ
る

「俵

援
実
屋

が
行
わ
れ
、
シ
ュ
卜ヽヽ
レ
ー

シ
雪
ン
爽
習
卒
で
リ
ア
ル
な
ダ

ミ
ー
人
形
を
使
っ
て
実
際
に
曽
を

削
る
然
験
を
し
た
。
ま
た
、
学
内

の
理
な
る
義
曇
一や
附
属
覆
鰺
甘

の
施
設
を
見
学
、
現
場

（病
院
）

が
直
結
し
て
い
る
学
内
施
設
に
満

足
な
表
情
が
多
く
見
ら
れ
た
。

鋳
学
部

の
学
生

は

６
年
間

の
学
習

の
先

に
国
家
試
験

合
格
と
い
デ
共
通

題
標
が
あ
る
。
そ
の

日
標
を
め
ざ
す
た

め

の
本
学

の
充
実

し
た
教
育
休
制
、
施

設

・
設
備
等
を
理
解

い
た
だ
け

た

の
で

な
な
い
か
。

体験入学参力n者で会場は埋めつくされた
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１０
月
重
日
⑥
か
ら
И
需
①
開
催

の
第
６９
厩
全
日
本
学
生
卓
球
選
手

確
大
会

（松
曲
市
総
合
コ
ミ
ュ
エ

テ
イ
セ
ン
タ
ー
）に
出
場
し
た
二
金

さ
ん
（経
営
２
年
）
、
張
魏
さ
ん
（経

営
と
と

ベ
ア
が
、塗
一家
ペ
ア
を
次

々
と
被

っ
て
平
成
酵
年
度
学
生
ダ

ブ
ル
ス
テ
ャ
ン
ゼ
オ
ン
に
輝
い
た
ゅ

今
大
会
の
女
子
ダ
ブ
ル
ス
に
は
（

全
題
か
ら
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
８２

紅
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
お
り
、
昨

年
度
学
生
個
人
ラ
ン
キ
ン
グ
ー４
位

の
工
金
さ
ん
、
ル
ー
キ
ー
な
が
ら

連
戦
進
勝
の
張
魏
さ
ん
の
ペ
ア
は
、

学
生
大
会
の
競
寓
峰
で
あ
る
第

乾
回
全
日
本
大
学
対
抗
大
会

（３

月
１
周
∩
～
４
潤
ω

・
千
葉
ポ
ー

ト
ア
リ
ー
ナ
）
に
初
ｉＢ
場
し
た
本

全
日
本
大
学
対
抗
大
会
第
３
位
■
・

初
戦
か
ら
そ
の
実
力
を
発
揮
し
、

準
々
決
勝
で
難
閣
の
楽

昼
昌
士
大

学
ペ
ア
に
大
逆
転
で
勝
利
、
準
決

酵
で
は
青
朧
学
院
大
学
ペ
ア
に
快

勝
、
つ
づ
く
決
勝
で
は
大
学
対
抗

優
勝
の
正
者
波
徳
大
学
エ
カ
ベ
ア

を
破
っ
た
東
海
り
１
グ
の
ラ
イ
パ

ル
餐
如
五
業
大
学
Ｌ
結
職
、
こ
れ

を

一
蹴
つ
い
に
栄
冠
を
つ
か
ん
だ
ぃ

ま
た
、
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

（１

７
３
名
農
場
）
で
は
、
二
年
生
な

が
ら
張
魏
さ
ん
が
シ
ン
グ
ル
ス
で

も
健
闘
し
、
ベ
ス
ト
８
と
な
り
観

入
ラ
ン
キ
ン
グ
入
り
を
果
し
た
◆

立笠
蛮
言
会
卓
球
郡
女
子
は
、
強
豪

校
を
次
々
と
盤
・破
、
み
ご
と
第
３

位
獲
矩
い
た
。

同
大
会
は
全
国
大
学
地
区
リ
ー

硲
哲
祭
助
教
授
　
高
砂
研
究
奨
励
賞
授
賃

歯
学
部
錮
腔
生
理
学
講
座
の

俗
折二
十嚇
教
授
が
辞
矛
繋
里
品

鱗

甕

励
警暴

最

理

を

援
賞
し
た
。
こ
の
賞
は
閣
本
味

と
匂
学
会
に
よ
り
日
本
の
化
学

感
覚

鰈
奪
下
蝶
邑

研
究
で

最
も
優
れ
た
業
績
を
上
げ
た
者

に
各
分
野
１
名
ず

つ
授
与
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
。

振

長

撫

）選

是

念

践

嫉
、
Ю
月
１
母
い
た
麓
児
鳥
市

民
文
化
ホ
主
ル
で
開
催
さ
れ
た

「
２
０
０
２
年
度
麻
本
殊
と
旬

学
会
第
３６
回
大
〈
ｔ至

に
お
い
て

執
り
行
わ
れ
た
。

グ
の
１
都
校
４８
校
が
疾
を
そ
ろ
え

る
文
字
通
り
大
学
工
座
を
決
め
る

ビ
ッ
ク
大
会
で
あ
る
。

予
選
リ
ー
グ
を
と
位
で
通
過
し

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
し
た

本
学
、
１
回
戦
で
は
昨
年
ベ
ス
ト

９
月
と
Д
９
、
大

阪
差
堺
市
大
浜
公

医
権
撲
場
に
て
開

催
さ
れ
た
百
扇
本

学
生
鵜
撲
鶴
人
体

蛍
窺
選
手
権
大
会

に
鳥
場
し
、
８
名

の
遊
手
が
好
成
績

を
お
さ
め
た
。

２
、
３
年
生
球

先
輩
の
力
量
を
発

揮
し
、
１
年
生
は

１０
代
の
パ
ワ
フ
ル

な
刹
撲
を
と
っ

そ
の
結
果
、
準
優
勝
を
は
じ
め
と

し
各
階
級
で
快
挙
を
戒
じ
遂
げ
た

の
で
あ
る
。

個
人
成
績
態
次
の
と
お
り
。

準
優
勝

（８５
鞍
未
満
）

海
内
⊆
宏
（経
哲
Ｙ
金

準
優
勝

（拶
ｋｇ
未
満
）

池
原
大
地

羅

営
ユ
金

８
位

（弱
ｋ〓
未
満
）

後
谷
安
隆

纏

営
３
金

３
位

（島
範
未
満
）

弱
の
金
城
大
学
と
の
対
戦
。
こ
れ

が
３
時
間
半
に
お
よ
ぶ
激
聞
と
な

り
、　
一
進

一
退
の
シ
‥
ソ
ー
ゲ
ー

ム
の
中
、
第
５
戦
目
の
ル
ー
キ
手

中
田
塁
美
さ
ん
（法
学
１
年
）
の
大

逆
転
で
勝
ち
あ
が
っ
た
。
続
く
２

振
本
修
司

（経
営
３
年
）

ベ
ス
ト
８

（６５
聴
共
蕊
）

飯
贈
隆
輔

（一警

Ｔ

と

ベ
ス
件
８

（観
睦
夫
競
）

橋
場
　
功

（経
営
３
年
）

ベ
ス
群
３

（題
監
未
満
）

本
闇
淳
志

（経
営
２
年
）

ベ
ス
ト
８

（船
ｋｇ
未
満
）

武
薙
燕
文

ａ
季
２
年
）

さ
ら
に
、
同
郡
は
Ю
月
６

同
会
勃
で
開
催
さ
れ
た
全
国
学
生

相
撲
個
人
体
重
別
選
手
権
大
会
に

塾
場
し
、そ
の
中
で
も
、飯
霞
降
輔
さ

ん
が
拳
縁
歿
６５
ｋｇ
基
導
、団
竪
忠

太
さ
ん
套
学
３
∈

が
ベ
ス
ト
８

積
撲
都
ヨ
ー
チ
の
岸
本
大
輔
さ

ん

（平
成
１３
年
度
法
学
部
法
学
科

卒
）
が
、
第
■
園
東
海
権
撲
選
手

権
大
会
で
み
ご
と
優
勝
し
た
。

３
月
２５
目
③
、
大
遍
市
武
道
館

鵜
撲
場
に
で
開
催
さ
れ
た
魔
大
会

は
、
翻
周
こ
れ
は
先
駆
け
て
行
わ

れ
た
第
鬱
圃
東
海
組
撲
大
会
の
名

コ
ー
チ
も
が
ん
ば

つ
て
ま
す

回
戦
で
は
、
昨
年
大
学
ラ
ン
キ
ン

グ
６
位
の
導
修
大
学
を
３
対
１
で

遷
倒
し
、
３
回
戦
は
過
去
Ｂ
園
の

優
勝
経
験
を
も
つ
伝
統
校
青
山
学

院
大
学
に
シ
ン
グ
ル
ス
２
勝
ダ
ブ

ル
ス
と
勝
の
ス
ト
レ
ー
ト
で
勝
利

し
、つ
い
に
準
決
勝
へ
と
進
出
し
た
。

導
決
勝
は
、
今
大
会
の
大
本
命

で
日
本
代
表
選
手
２
名
を
擁
す
る

学
生
工
者
双
徳
大
学
と
の
対
戦
。

張
魏
さ
ん
が
学
生
ラ
ン
キ
ン
グ
４

位
の
藩
斉
選
手
に
逆
転
勝
ち
、
準

閣
さ
ん
が
同
ラ
ン
ク
２
位
の
塩
崎

選
■
と
転警
ム
〕
い
、
グ
ブ
ル
ス
で

な
樋
野
箕
弓
さ
ん

（経
営
３
年
▼

一射
場
曲
麻
塁
子
さ
ん
（経
営
２
こ

ペ
ア
が
塩
皓

〓
壌
井
の
瑠
本
代
表

ベ
ア
と
接
戦
を
演
ず
る
な
ど
大
健

閣
す
る
も
、
と
対
Ｓ
で
捨
敗
。
本

学
の
快
進
堅
も
こ
こ
で
ス
ト
ソ
プ

し
た
。

奪
覧
５
犠
給
女
逓
撃
羅
攀
穐

．琴
お
、
本
鉱
鐘
爺
芽
金
異

会

（組
人
体
重
別
）
に
お
い
て
３

位
以
内
に
入
営
し
た
の
は
平
成
６

年
以
来
で
あ
る
ｃ

部
門
で
勝
ち
あ
が
っ
た
１６
名
に
よ

る
対
政
で
あ
っ
た
。
今
年
か
ら
指

導
者
側
に
た
っ
た
岸
本
コ
ー
チ
だ

が
、
学
生
の
頃
か
ら
の
強
さ
は
健

在
で
、本
′圏
の
優
勝
を
ば
ね
に
、
ま

り

一
層
腕
に
磨
ぎ
を
か
け
て
い
く

と
の
意
気
込
み
を
み
せ
て
く
れ
た
。

日

各
大
学
と
も
日
本
人
、
外
国
人

留
学
生
と
も
に
経
験
豊
富
な
エ
ー

ス
を
そ
ろ
え
る
眸
で
、
本
学
が
わ

ず
か
６
名
の
都
員
で
勝
ち
と

っ
た

第
３
位
な
、
叡
都
３
年
目
の
初
出

場
で
成
し
遂
げ
た
快
挙
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
３
年
前
わ
ず
か
１
名
で

ス
タ
ー
ト
を
き
り
、
２
年
目
で
東

海
リ
ー
グ
ー
部
昇
格
、
３
年
目
に

し
て
全
重
本
大
学
対
抗

（イ
ン
カ

レ
）
出
場
第
３
位
の
ス
ピ
ー
ド
記

録
と
し
て
歴
史
に
残
る
。

オ
ー
プ
ン
キ
ヤ
ン
パ
ス

の
特
別
講
節
と
し
て
８
月

躊
国
い
、
女
優
の
ケ
イ
子

先
生
こ
と
唐
木
憲
子
さ
ん

が
来
学
し
た
。
「世
界
最
強

の
受
験
鵜
談
室
韓
と
題
し

て
、
本
人
の
大
学
受
験
や

査

子
生
活
な
ど
多
彩
な
エ

ピ
ソ
ー
す
を
お
話
し
い
た

だ
き
、
参
加
者
の
質
齋
に

快
く
答

え
て
い
た
だ
い
た
。

実
態
ケ
イ
子
先
生
は
大

変
な
穏
撲
フ
ア
ン
で
あ
り
、
警
鶏

講
波
の
中
で
も
組
撲
訴
が
飛
び
出

す
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
本
学
に
相
撲
部

ケイ子先生の力ではピクリともしない相撲部員

部員と仲良く記念撮影

が
あ
り
、
通
場
も
あ
る
こ
と
を
如

っ
た
ケ
イ
子
先
生
た
っ
て
の
差
望

に
よ
り
、本
学
相
撲
部
（相
撲
遭

場
）を
一元
学
し
て
い
た
だ
く

こ
と
と
な
っ
た
。

一宜
抒
な
の
，こと
で
は
あ

っ

た
が
、
練
習
を
終
え
た
相
撲

添
員
数
名
が
適
勤
で
ケ
イ
子

先
生
を
歓
辺
。
四
股
の
踏
み

客

み
え
る
な
ど
、
部
員
達

嫁
ケ
イ
子
先
生
と
楽
し

い
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が

ケ
イ
子
先
生
も

「素
敵
な
道

場
で
す
ね
。」
と
終
始
察
顔
が

雑

え
な
か
っ
た
。

国
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今
秋
、
留
学
生
貌
科

で
は
２。
名
（中
国
１７
名
・

ベ
ト
ナ
ム
３
生

の
新

人
生
を
迎
え
た
。
Ю
月

二
日
佃
に
学
部
生
と
と

も
に
入
学
式
を
終
え
た

現
科
生
に
、
日
本
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
は
や

く
朝
日
大
学
に
慣
れ
親
し
ん
で
も

ら
お
＞つ
と
、
Ю
月
３
日
岱
年
後
４

時
半
か
ら
６
号
館
と
階
の
学
生
食

蜂
に
て

「廟
屋
Ｆ
生
別
科
爵
月
入
学

生
歓
避
パ
ー
テ
ィ
ー
」
が
催
さ
れ

た
。歓

迎
パ
ユ
テ
ィ
ー
で
は
、
長
坂

学
ミ
態
じ
め
学
内
の
教
職
員
、
事

務
組
当
者
な
ど
が
多
数
鶏
庸
し
、

新
入
生
の
入
学
を
あ
た
た
か
く
運

え
た
。

吉
翻
良
生
留
学
生
別
裾
長
か
ら

「海
外
居
往
者
が
１
徳
５
十
万
人

を
越
え
る
こ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時

代
、
君
た
ち
が
日
本
と
，事
国
、
ベ

ト
ナ
ム
の
架
け
橋
と
な
っ
て
く
れ

る
こ
と
を
鋭
待
し
ま
す
。」
と
の
挨

拶
が
述
べ
ら
れ
た
Ｄ
つ
づ
い
て
、

小
学
教
員
や
事
務
ス
タ
フ
フ
の
紹

介
、
こ
れ
か
ら
お
世
話
疑
な
る
智

仲間とともに朝E大学で頑張ります |

単γ
生
別
舞
担
当
教
員
等
の
纏

介
が
行
わ
れ
、
新
入
生
は
た

く
さ
ん
の
教
職
景
の
名
前
と

顔
を

一
生
懸
全
瑛
に
入
れ
て

い
る
様
子
で
あ
っ
た
９
乾
杯

が
行
わ
れ
た
あ
と
、
各
テ
ー

ブ
ル
に
用
意
さ
れ
た
食
事
を

新
入
生
と
荻
載
員
が

一
緒
に

味
わ
っ
た
。

材
人
生
を
代
表
ラ
く秦
明

明
さ
ん

（中
国
陵
西
省
螂
こ

が

は

っ
き
り
と
し
た
日
本
語
で

「
目

分
の
夢
、
麗
貌
の
希
望
を
実
現
す

る
た
め
に
朝
日
大
学
に
や
っ
て
き

ま
し
た
，
多
く
拿
尋
難
が
あ
る
と

１
年
前
本
学
の
開
を
く
ぐ
り
、

長
坂
学
長
か
ら

「自
分
感
縛
を
層

標
に
し
て
い
る
の
か
を
考
え
て
、

祖
題
の
た
め
に
な
る
よ
う
に
志
し

て
く
だ
さ
い
ど
と
の
告
辞
を
受
け

た
留
学
生
別
程
生
が
１
年
闘
の
カ

ラ
キ
ュ
ラ
ム
を
終
え
、
２
０
０
２

年
度
朝
密
大
手
蒻
垂
子
生
班
料
秋
季

修
了半

ぞ

準

え
た
。

９
月
２７
恩
ω
午
後
２
簿
、
５
号

館
２
階
第
１
会
議
室
に
て
修
了
式

が
挙
行
さ
れ
、
７
名
が
一長
坂
学
長

よ
り
修
了
証
を
受
け
取
っ
た
っ
修

丁
生
代
表
の
声
決
徒
さ
ん

（中
目

途
宣
務
毘

こ

か
ら
流
暢
な
日
本

議
で

「学
長
先
生
を
は
じ
め
、
諸

先
生
方
、
事
務
局
の
皆
さ
ん
の
溶

か
げ
で
別
警
を
修
了
で
き
ま
し
た
（

こ
こ
に
い
る
７
名
な
誉
進
学
し
、

日
標
好
閥
か

っ
て
が
ん
ば
り
ま

す
。」
と
の
議
帯
が
透
べ
ら
れ
た
。

思
い
ま
す
が
、
先
生
方
に
助
け
て

頂
い
た
ら
い
り
こ
え
ら
れ
ま
す
ｃ

学
び
の
チ
ャ
ン
ス
を
孝
え
て
く
れ

た
皆
様
に
感
謝
し
ま
す
。」と
の
お

礼
の
挨
拶
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し

て
、
半
年
前
に
入
学
し
た
先
輩
別

科
生
か
ら

「先
に
入
学
し
た
学
生

を
し
て
皆
さ
ん
を
助
け
て
い
き
ま

す
。
管
さ
ん
の
理
想
が
現
実
に
な

る
の
は
こ
の
朝
自
大
学
で
す
。　
一

緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。」
と
の

エ
ー
ル
が
な
さ
れ
た
。

平
成
碑
年
４
月
に
開
設
さ
れ
た

本
学
留
学
生
射
科
は
、
本
大
学
又

は
他
の
日
本
の
大
学
に
心
写
を
希

修
了
生
７
名
は
、
■
年
間
の
日

本
で
の
生
活
、
朝
日
大
学
で
の
生

活
を
通
し
、
爾
本
語
球
も
と
よ
り

精
神
面
で
も
ひ
と
ま
わ
り
成
長
し

た
よ
う
で
あ
っ
た
。
こ
の
姿
は
、

彼
等
の
努
力
は
さ
る
こ
と
な
が
生

彼
等
に
対
し
熱
心
に
指
導
を
し
、

と
き
に
な
巌
し
く
、
と
き
に
は
あ

た
た
か
く
接
し
て
き
た
教
職
員
の

努
力
の
結
果
と
も
で
え
よ
＞孔

式
終
了
後
に
な
、
６
号
館
と
階

学
生
食
堂
で
智
学
生
別
科
蛉
月
入

学
生
修
了
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
が
催

さ
れ
た
。

修
Ｔ
パ
ー
テ
イ
ー
で
は
、
可
児

瑞
夫
副
学
長
よ
り
中
国
ユ四
で

「修

了
お
め
で
と

孔ヽ
れ
と
の
第

〓
ガ
が

あ
り
、
可
児
副
学
長
の
粋
な
は
か

ら
い
に
会
場
が
沸
き
立
っ
た
。
つ

づ
い
て
、
古
田
良
生
留
学
生
別
科

長
よ
り

「
二
年
前
は
私
の
言
葉
を

望
す
る
外
国
人
に
着
し
、
露
本
語

学
習
を
体
系
的
に
行
い
、
大
学
の

警
翠
憲
浮
塞
港
き
る
軽
度
の
目
本

語
能
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
と
と

も
に
、
大
学
入
学
試
験
に
必
要
な

日
本
事
情
科
目
、
文
科
系
科
目
（英

韮
颯

数
学
、
窪
本
史
、
世
界
斑
）

の
教
育
を
行
う
一こと
を
目
的
と
す

る
翻
本
語
教
育
機
関
で
あ
る
。

新
入
生
は
、
留
学
生
別
科
で
１

年
間
の
学
冒
を
修
了
す
る
こ
と
に

よ
り
、
本
学
を
は
じ
め
と
す
る
大

学
及
び
大
学
院
に
進
学
す
る
力
を

つ
け
る
こ
と
で
あ
ろ
】孔

あ
ま
り
理
解
で
き
な
か
っ
た
君
連
、

今
は
、
大
部
分
理
解
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ま
だ

こ
れ
か
ら
で
す
。
学
部
や
大
学
院

へ
進
み
、
た
く
さ
ん
学
ん
で
吸
収

し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
ゆ
く

ゆ
く
は
日
中
の
架
け
橋
に
な
っ
て

は
し
い
。」
と
の
挨
拶
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
、
廣
瀬
孝
工
副
学
長
の
乾

杯
の
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。

恩
額
＞生
の
食
事
を
囲
ん
だ
歓
談

の
あ
と
、
修
了
生
３
名
か
ら

「朝

日
大
学
で
は
た
く
さ
ん
の
無
識
を先生方の恩は決して忘れません

魅
力
あ
る
大
学
づ
く
り
を
目
指

し
、
本
学
に
お
け
る
授
業
の
肉
容

及
び
方
法
の
改
善
の
意
識
島
揚
を

自
的
と
し
、
朝
日
大
学
第
１
鐵
Ｆ

Ｄ
大
会
が
７
月
２７
瓢
ω
午
前
１０
時

か
ら
、
本
学
５
号
館
５
１
３
講
義

室
で
調
催
さ
れ
、
法
人
役
員
一
大

学
役
職
者
を
は
じ
め
、
教
職
員
ｌ

６
３
名
が
参
加
し
た
。

本
学
で
は
、
魅
力
あ
る
大
学
づ

平
成
１４
年
３
月

「
２

０
０
３
年
一挺
朝
回
大
学

基
本
計
画
に
基
づ
く
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
の

重
点
項
目
と
し
て
、
就

職
支
援
の
強
化
に
関
連

し
て

「イ
ン
タ
ユ
ン
シ

ッ
プ
」
の
実
施
が
提
案

さ
れ
た
。

就
職
指
暮
奮
景
谷
かで

は
、
イ

ン
タ
ニ

ン
シ

ッ

一．４
一

♂

！

ウ
Ｆ
．　
プ
の
早
期
実
施
を
目
指

輩

　

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

・
　

と
は
、
学
生
の
統
職
意

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も

っ
と
学
び
ま
す
。」
「射
科

で
学
ぶ
み
な
さ
ん
も
あ
き
ら
め
ず

頑
張
れ
ば
必
ず
成
功
し
ま
す
。」

「
１０
月
か

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
」
と
の

く
り
の
一
環
と
し
て
教
育
機
能
の

向
上
を
零
推
し
て
Ｆ
Ｄ

（フ
ァ
カ

ル
テ
ィ
，デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
）

活
動
推
進
委
員
会

（委
員
長
／
廣

瀬
孝
二
副
学
長
）
を
設
琶
し
て
お

り
、
魔
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て

木
★
容
おが
開
擢
＜
」れ
た
。

大
会
は
２
郡
構
成
で
催
さ
れ
、

第
■
部
で
は
官
閣
侑
理
事
景
立
び

に
一長
坂
信
夫
学
長
か
ら
大
学
違
営

識
の
禁
成
、
企
業
に
お
け
る
室
学

の
修
得
を
目
約
と
し
て
、
企
業
等

の
現
場
で
直
接
後
事
の
中
妹
を
学

ぶ
こ
と
で
あ
り
、
今
回
慧
愛
無

・

岐
阜
の
企
業
１
、
４
０
０
社
に
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
入
れ
に
つ

い
て
お
願
い
し
、
そ
の
結
果
、
受

入
れ
可
能
と
の
回
容
を
約
６。
社
の

企
業
等
か
ら
頂
き
、ま
た
、
ハ
コ
ー

ワ
ー
ク
岐
阜
、
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ヤ

パ
ン
の
協
力
も
頂
い
た
。

参
加
希
望
者
を
掲
示
及
び
学
生

指
導
委
員
か
ら
の
指
導
に
よ
り
募

っ
た
と
こ
ろ
、
■
の
企
業
等
に
１４

名
が
参
腕
す
る
こ
と
と
な
り
、
８

月
１９
瑠
何
か
ら
９
月
郷
趣
銅
の
間
、

各
人
２
週
間
程
度
の
実
冒
を
行

っ

た
。

のく
た
多
れ
は
ら
で
せ
演
よ
講
が
調
問
基
質

の
基
本
方
針
及
び
行
動
融
輿
琴
に

つ
い
て
の
講
話
が
行
わ
れ
、
第
２

部
で
な
名
古
屋
大
学
高
等
教
育
研

究
セ
ン
タ
ー
の
粕
圏
輝
政
教
授
に

よ
る
基
調
講
演

一
テ
ー
マ
／
名
古

屋
大
学
に
お
け
る
Ｆ
Ｄ
活
動
の
推

進
に
つ
い
て
」
、
本
学
歯
学
部
の
杉

村
忠
敬
教
授

（Ｆ
Ｄ
委
員
）
に
よ

る
歯
学
部
に
お
け
る
授
業
理
解
度

調
査
の
事
例
発
表
が
行
わ
れ
た
。

参
加
者
は
、
授
業
の
内
容
及
び

方
法
の
改
善

へ
の
と
ン
ト
を
得
よ

う
と
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
聴
講
し

て
い
た
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
入
れ
先

は
、
地
元
穂
種
町
役
場
、
ト
ョ
タ

日
産
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
、

環
境
ビ
ジ
ネ
ス
ト住
宅
麗
達
、
ソ
フ

ト
夢
究
と
多
岐
に
渡
り
、
実
習
を

終
え
た
学
生
か
ら
は

「社
会
入
と

し
て
働
く
こ
と
の
大
変
さ
を
実
感

し
た

こ・
？

「就
職
に
対
す
る
意
識
が

高
ま

っ
た
。」
等
の
報
告
が
あ
っ

さ
ら
に
、
企
業
担
当
者
か
ら
も

「大
変
有
意
義
な
こ
と
で
あ
り
今

後
も
続
け
て
受
け
入
れ
て
い
き
た

い
」
と
の
お
話
し
が
あ
り
、
今
回

の
実
績
な
踏
ま
え
て
、
今
後
も
精

力
鈴
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
進

め
て
い
く
方
鈴
で
あ
る
。

お
礼
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
。

Ю
月
１
日
に
学
部
、
大
学
院
等

へ
入
学
し
た
彼
等
の
姿
砥
、
智
学

生
別
科
生
の
憲
標
と
な
る
で
あ
ろ

砲ヽ
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本
学
の
地
元
で
あ
る
本
巣
郡
内

の
企
業
者
ら
が
所
属
す

る
本
巣

畜
―
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
要
請
に
よ

り
、
ク
ラ
ブ
会
長
を
対
象
と
し
た

こ
Ｔ

（パ
ソ
コ
ン
）
研
修
会
が
本

学
７
号
館
パ
ソ
コ
ン
数
室
２
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
。

周
ク
ラ
ブ
会
員
の
パ
ソ
コ
ン
初

心
者
に
電
子
メ
ー
ル
の
基
本
操
作

穂積町立牛牧小学校

た

一総
合
的
な
学
暫
の
時
餌
一
の

一
暮
と
し
て
、
コ
か
る
さ
と
穂
積
探

穂
積
延

立
牛
牧
小

学
校
の
３

年
生
児
童

６
名
と
引

率
教
員
１

名
の

一
行

が
、
９
月

４
日
岱
、

本
学
に
来

学
し
た
。

昨
年
に
引

き

続

き

″地
域
の

す
が
ら
し

い
と
こ
ろ

を
発
見
し

地
域
に
愛

着
を
感
じ

る
児
童
の

育
成
イ
を

目
陥
と
し

を
留
熟
し
て
も
ら
お
う
と
本
学
経

営
学
郡
情
報
管
理
学
科
教
員
ら
が

指
導
役
を
か
っ
て
で
た
。
夢
修
会

の
爾
催
轟
嫉
９
月
５
機
∩
、
滋
置

谷
、
‐９
日
岱
の
全
３
園
。
「
パ
ソ
コ

ン
の
業
本
操
作
と
Ｗ
Ｗ
Ｗ

（議

師

”
服
郡
徳
秀
動
数
緩
こ

一日
本

語
入
力
と
Ｅ
Ｉ

韓
ａ
ｉ
ｌ
擁
作

〈
そ
の
≧
）
（講
師

中
鈴
木
治
教

【算
一
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
６
名
の

希
望
に
よ
り
朝
日
大
学
を
探
験
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

当
需
、
本
７
に
到
着
し
た
探
検

隊
は
手
始
め

授
こ

「
霞
本
語
入
力
と
Ｅ
Ｉ
韓
余

ｉ
生
操
作

〈
そ
の
２
Ｘ
講
師

送
最

期
国
広
教
授
道
を
テ
ー
マ
に
電
子

メ
ー
ル
の
基
本
操
作
を
習
熟
し
て

も
ら
お
う
と
い
う
も
の
。

第
１
回
目
に
は
、
震
瀬
孝
二
副

学
長
、
森
下
伊
三
男
教
授

（情
報

管
理
学
科
長
）、
鈴
木
治
教
授
、
服

普
及
は
病
気
や
お
見
舞
い
で
し
か

病
院
に
来
る
こ
と
が
な
い
子
ど
も

達
、
い
つ
も
と
な
病
院
が
違
っ
て

み
え
た
よ
う
だ
。
続
い
て
、
７
号

館
の
オ
ー
プ
ン
利
用
室
、
凶
善
館

本
徳
を
探
検
、
た
く
さ
ん
の
パ
ソ

コ
ン
に
驚
き
、
難
し
そ
う
な
本
に

基
ま
れ
雄
し
い
療
を
し
て
い
た
。

最
後
に
、
６
号
館
展
望
室
か
ら
生

ま
れ
育

っ
た
穂
積
町
を
ゆ
つ
た
り

と
銚
め
た
。

見
学
中
、
小
学
校
と
大
学
の
連

い
や
初
め
て
見
る
焔
設
へ
の
驚
き

を
数
中心
に
ノ
ー
ト
に
記
録
す
る
姿

は
真
剣
そ
の
も
の
。
今
回
の
探
検

を
通
し
て
朝
瑠
本
写
通
に
な
っ
た

子
ど
も
達
、
本
学
を
ふ
る
さ
と
の

二昼
繊
の
１
つ
に
し
て
く
れ
た
で
あ

ろ
つヽ
。

朝日大差スクールバス運行時タュll表

(平日Bダイヤ》

平成14年 4月 1日改正

〈土曜日ダイヤ》

大稲
鶏
容熊
錦
韓巖
死
爛
嬉
鶴
雑
絨
妊

(平日Aダイヤ》

A:通常の緩業理間中に運行 ε :次の蒋 F=駁中に運 行
・ み月ヨ0雲から5月 2日まで
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す。2見 iO日 から3月 Si:ヨ手で

癒イ本自
・Ⅲヨ韓、掘ヨ
・ 12月 29日から ,月 3コ よで
・ 1月 二9日 (本学 Al立記 念 R〉

君はもう乗つてみたかい ?舒大型スクールパス』

覇日大寧行き 」R構積騒「、行き
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朝露大学行き JR穂覇報行
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8 00 珍み こう 色「●プ
`も

もn

9 め の ⇔ 舎
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11 r17¢ O・う 0〕
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14 12 42 03 33

15 12 42 aa aB
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17 02 32 23 53

13 92 32 23 38

4命 0232 23 53

夕O 02 32 23 59

朝畠: 孝行と ご R 積駅行き

7

8 86 127( 144るう 15 )86(4ブ,

9 12 42 08' 33

10 12 142 03 a3

11 12 142( 併 03 83

12 12 28 58 03 19 ‐ 48

竜3 58
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18 02 17 32 08 23 38 53

19 02 32 23 53

ク0 02 32 2353

『学
生
相
談
室
』
オ
ー
プ
ン

都
徳
秀
助
教
授
が
担
茎
し
、
「地
域

社
会
へ
の
発
展
に
つ
な
が
れ
ぼ
」

学
生
厚
生
課
に
お
い
て
従
来
か

一

ら
実
施
し
て
い
る

「学
生
徳
で
も

一

鵜
談
」
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
た
め
、

こ
の
程
学
生
厚
生
課
に
学
生
鵜
談

室
を
設
け
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い

通
常
は
学
生
摩
生
課
に
い
る
学
生

皆
さ
ん
の

後簸

鮭
参

一　
断
を
は
じ
め

，
学
内
で
の
急

病

・
怪
我
の

手
当
の
際
に

お
世
話
に
な

り
ま
す
健
康

管

理

セ

ン

・　
タ
ー
が
１
号

．　
無
か
ら
３
号

館
１
階
へ
移

転
し
ま
し
た
（

新
し
い
健
康

管

理

セ

ン

タ
ー
に
は
、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム
及
び
資

に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
今
ま
で
の

バ
ス
は
３。
名
程
度
が
乗
革
の
限
度

で
し
た
が
、
こ
の
大
型
車
輌
は
、

７５
名
程
度
の
棄
車
が
可
能
で
す
。

大
型
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
、
表
の
○

印
の
時
刻
に
運
行
さ
れ
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

移転しました〃
センター』が

Ｆ
＝
Ｕ

と
の
気
持
ち
で
全
員
が
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
よ
る
指
導
を
行

っ
た
。

相
談
員
が
月
曜
需
、
水
曜
躍
及
び

金
曜
霞
の
い
ず
れ
も
午
前
中
に
学

生
相
談
挙（一拒
常
陸
し
ま
す
Э
何
か

相
談
し
た
い
こ
と
が
あ
れ
が
気
璧

に
訪
ね
て
く
だ
さ
い
。

碁
窒
が
併
設
さ
れ
、
皆
さ
ん
の
健

康
霜
談
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア

に
簿
え
て
い
ま
す
。
一曇
軽
に
訪
ね

て
み
て
く
だ
さ
い
。

人
事
消
息

参
育
鬱

退
職

（９
月
３。
日
付
）
▽
佐
々
本

稔

⌒歯
学
部
勘
手
）

０
月
観
日
色
▽
握
奮
番保
雷

学
蘇藷
延

採
用

（１０
月
１
日
付
）
▽
松
下
知

路

（歯
学
部
助
手
）

（誕

偽

年
４
月
二
日
こ

▽
玉

井
利
代
子

（歯
学
部
助
手
）

〈露
運
職

（９
月
３。
日
付
）
▽
山
路
ゆ

か
り

（学
事
郡
笙
妻
乙

（１。
月
観
霞
付
）
▽
高
橋
明
日
呑

（附
届
村
上
記
念
病
院
事
務
墾
際

事

一
課
）

採
用

（１０
月
二
日
付
）
▽
江
崎
弥

生

（学
事
部
学
事
課
）

虚
簿
鬱

違
職

７
月
３．
日
色

▽
様
菫
本

佳

（附
属
村
れ
記
念
病
院
看
護
郡

墓
締
）

（９
月
締
日
付
）
▽
森
躙
磨
美
（附

属
病
院
薬
局
薬
理
節
）
▽
村
霞
早

苗
、
松
霞
恭
代
、
塩
谷
友
紀

（貯

属
村
上
記
念
病
院
看
護
部
看
護

覇採
用

（８
月
二
日
付
）
▽
〓
上
明

美
、
光
的
議
呑
、
西
祥
蜜
美
子

（階
痕
村
上
記
念
換
墜
釜
』蓼
若

薫

）
（１。
月
１
瀾
付
）
▽
松
井
子
尋
、

戸
歯
有
宇
子
、
自
用
商
子

（附
属

村
上
記
念
病
院
看
談
都
看
駿
師
）

会

術
鬱

採
用

（９
月
１
用
付
）
▽
堀
騨
康

明

（簿
一す部
園
雑
壁
こ
（曼
攣
宛

蕨
）〈際

穆

８

還
職

⌒９
月
麓
日
付
）
▽
安
期
陽

一
（附
属
村
上
記
念
病
院
内
科
盗

節
）
採
用

（１０
月
１
日
行
）
▽
学
川
貴

之

（附
種
村
と
記
念
病
院
内
曇
睦

鰤
）

★ 便利な情報 ☆
本学 3号館入口に証明
写真機を設置しました。 1

セット14枚で700関。就職

活動等でこ利用ください。


